
Waseda Vision 150 国際学術院の将来構想の進捗状況報告

１．２０１４年度報告（日本語教育研究科）

１．学生指導

昨年度からの全学重要教務案件である、博士後期課程の指導体制・プロセスの明確化、それに伴う、

博士学位申請論文審査体制の厳格化を実行した。予備審査会を設定し、研究科内の公開とすることによ

り、公正かつ厳正な審査体制を構築するとともに、審査過程を広く日研生に知らしめ、日研生の研究学

習意欲のさらなる向上を図った。また、制度設計の変更にともなう学生への不利益がないように、事前

説明会に加え、事前発表会も併存し、かつ年度末に予備審査会を制度移行措置として実施した。そして、

博士課程の学生の論文執筆や指導の受け方等について丁寧な「心得」を配布し、活発な研究活動を推進

するべく複数の指導教員との間の指導連携の強化を図った。さらに、「論文作成セミナー」「日研ひろば」

など、修士課程および博士後期課程の院生が修了生、在校生ともに学べる機会を増設した。

２．世界展開

本学の海外交流協定校への日本語講師派遣の他、国際交流基金の海外の高等教育機関を中心とした施

設への日本語教師インターン派遣プログラムや日本語パートナーズ派事業などといった、日本語教育実

践プログラムの機会を有効に活用し、修了生のキャリアパスを可視化する出口保障プランを具体化した。

加えて、2014 年度は、「大学の世界展開力強化事業」（通称 SEND プログラム）の中間報告年としてこれ

までの報告をするともに、ASEAN 諸国等との大学間交流を活発化するために、新たに協定校を増加した。

その結果、5か国 10 大学との間で、日本語教育を軸とする学生派遣および学生受入れによる学生交流が

進んだ。さらに、半期の留学プログラム（「日本語教育実践研究（海外実践）B」）を促進するための奨学

金を箇所の努力により新たに外部団体より確保した。

３．学内連携

①2013年度に引き続き、日本語教育研究センターとの連携の意味と課題を探りつつ、日本語教員養成

と日本語プログラムとの充実を図った。②教務部および教育・総合科学学術院との協議を行い、日研の

将来構想について協議を重ね、日研および学内における日本語教育の発展の可能性を検討した。さらに、

③学内選抜入試および海外指定大学特別入試等を利用し、国内外の優秀な学生の確保を目指す努力を行

った。



２．２０１５年度計画

１．学生指導

修士課程および博士後期課程の院生へ指導をより強化していく。具体的には、修士課程入学時より複

数指導体制をより強化していく。そのための「修士課程の心得」の徹底、研究倫理教育の充実、教員間

の連携の強化を図る。特に修士課程の院生向けにこれまでも行ってきた「キャリアセミナー：ようこそ

先輩」を充実させ、博士後期課程の院生には「博士課程研究ポートフォリオ」をコースナビ上に設定し、

研究の進捗状況や指導記録等を自己管理できる形を推進する。また、日研紀要をリニューアルし、研究

発表が活発化する環境を整える。それらのことにより、院生が自主的に、かつ主体的に研究活動に取り

組む姿勢を育成する。

２．世界展開

2015 年は日研設立 15 年目にあたる。これまでの実績を踏まえ、さらに発展させるべく、9月に「グロ

ーバル人材育成と早稲田の日本語教育―実践研究と専門家養成から、Waseda Vision 150 へ」と題した

「日本語教育研究科設立 15 年記念シンポジウム」を開催する。これは、この 15年間の日研の教育養成

の成果と学内および学外への日研の意義と貢献を明確にすることを目的とする。そのことにより、早稲

田の社会貢献と世界展開力、およびブランド力の拡大を広くアピールする。

さらに、Waseda Vision150 教育システム計画「実践的「日本語教育学」MOOC」を申請する。これ

は、世界の現職日本語教員を対象にしたオンライン教育として展開し、早稲田の日本語教育の先端的実

践成果を世界に発信する。そのことにより、早稲田のブランド力を拡大し、優秀な人材を日研に呼び込

む。さらに、MOOC を反転授業の一環として利用し、学部教育（副専攻）、大学院教育の充実を図る。

また、4 年目を迎えた「大学の世界展開力強化事業」、いわゆる SEND プログラムの充実を図り、院生

の海外実践の機会を院生に提供し、グローバル人材育成に努める。

３．学内連携

日研と教育・総合科学学術院との連携協議を進める。さらに、GEC の副専攻によって全学の学部生へ

日本語教育学を広く展開する。それらにより、より優秀な学生を確保する。

①これまで以上に、日本語教育研究センターとの連携の意味と課題を探りつつ、日本語教員養成と日

本語プログラムとの充実を図る。さらに、②学内選抜入試および海外指定大学特別入試等を利用し、国

内外の優秀な学生の確保を目指す努力を行う。また、日研のHPのリニューアル、大学院の説明会等、広

報活動をより一層強化していく。


